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2021 年度 名古屋鉄道 設備投資計画 
～成長基盤構築のための戦略投資など総額 307 億円～ 

 

名古屋鉄道では、「名鉄グループ中期経営計画 Turn-Over 2023」（2021 年度～2023 年度）に基づき、2021 年度設備投資計画をまとめました。 
中期経営計画初年度の 2021 年度においては、成長基盤構築のため主に開発部門へ戦略的に投資するほか、鉄道事業においては、旅客安全・

運転保安工事及びサービス改善工事への投資を継続して行います。 
 

■ 設備投資計画の概要 

 
事  業 主な投資項目 金  額 

鉄道事業 

1 旅客安全・運転保安工事 
 ・高架化工事の実施 
 ・高架橋柱の耐震補強の実施 
 ・事故や災害時の早期復旧を目的とした係員向け情報共有アプリの開発 

80 億円 

2 サービス改善工事等 
 ・将来的な機能拡充を見据えた新型自動券売機の開発 
 ・列車走行位置をスマートフォン等から確認できるサービスの開始 
 ・通勤型車両 9500 系及び 9100 系の新造 

61 億円 

小計 141 億円 

開発事業 

 ・「μX MEIEKI」の開発 

 ・「μPLAT 神宮前」及び「meLiV 神宮前」の開発 

 ・「meLiV 刈谷」の開発 

 ・「ホテルインディゴ犬山有楽苑」及び「ホテルミュースタイル 犬山エクスペリエンス」の開発 

148 億円 

その他 
 ・エリア版 MaaS の推進 

 ・業務効率化に向けた DX の推進 
18 億円 

総合計 307 億円 
（参考）名古屋鉄道を含む名鉄グループ設備投資計画の総額      657 億円
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■ 成長基盤構築のための戦略投資                                        【開発事業・その他】 

 

（１）名古屋都心部の開発 

○ テナントビル「μX MEIEKI」の開発を進めます。 
 ※商標登録申請中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）沿線拠点駅及び駅周辺の開発 
○ 神宮前東街区において、商業施設「μPLAT 神宮前」及び、

賃貸住宅「meLiV 神宮前」が 2021 年 7 月に竣工します。 
○ 刈谷駅において、賃貸住宅「meLiV 刈谷」の開発を進め

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）犬山エリアの観光活性化 

○ 「ホテルインディゴ犬山有楽苑」及び、「ホテルミュー

スタイル 犬山エクスペリエンス」を 2021 年度の開業

に向けて開発を進めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）エリア版 MaaS（名鉄 MaaS）の推進 

○ （仮称）新名鉄 Touch アプリの展開を図ります。 
 

 

 

 

 

 エリア版 MaaS（名鉄 MaaS）イメージ 

＜2021 年度中に初期リリース予定＞ 

μX MEIEKI 

2021 年 9 月開業(予定） 

μPLAT 神宮前 

2021 年 7 月開業（予定） 
meLiV 刈谷 

2022 年 3 月竣工（予定） 

ホテルインディゴ犬山有楽苑 

2021 年度下期開業（予定） 

ホテルミュースタイル 犬山エクスペリエンス 

2021 年 7 月 15 日開業 



■ 安全の確保・旅客サービス改善投資                                         【鉄道事業】 

 

１．旅客安全・運転保安工事 
 

（１）高架化 
○ 安全対策の推進と都市計画事業の一環として、5 カ所で

高架化工事を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）災害対策の推進 

○ 大規模地震による被害を最小限に抑えるため、高架

橋柱の耐震補強を一宮高架橋などで実施します。 
 

（３）異常時対応の迅速化 
○ 事故、災害等の発生時に迅速な情報共有による早期復旧

を図るため、スマートフォン・タブレット端末に対応し

た係員向けの情報共有アプリを開発します。 

 

この他、常滑線をはじめとする各線区にて踏切監視システムの導入

や大曽根変電所で電力設備を更新するなど、踏切道保安設備の新設・

更新や土木・電気施設の改良も実施します。 

 

２．サービス改善工事等 
 

（１）旅客利便性のさらなる向上 
○ 定期券の発券等の新たな機能を備えた新型自動券売機の開

発を進めます。 

○ 列車の走行位置をスマートフォン等から確認できるサービス

を開始します。 
 

（２）駅改良・バリアフリー化工事 

○ 名古屋本線 岡崎公園前駅、名古屋本線 本笠寺駅のバリア

フリー化を引き続き実施します。 
○ 常滑線 聚楽園駅のバリアフリー化に着手します。 
○ 河和線 高横須賀駅から南加木屋駅間での新駅設置工事等を

引き続き実施します。 
 

（３）車両の新造 

○ 通勤型車両 9500 系を 12 両（4 両組成×3 編成）新造します。 
○ 通勤型車両 9100 系を 4 両（2 両組成×2 編成）新造します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

この他、女性従業員のさらなる活躍を推進するため女性従業員用宿

泊施設を引き続き整備します。

 

 区間 距離 除却踏切数 
知立駅付近 

（名古屋本線・三河線） 
一ツ木駅～牛田駅間 1.6km 2 箇所 
重原駅～三河八橋駅間 3.4km 8 箇所 

喜多山駅付近 
（瀬戸線） 

小幡駅～大森・金城学院前駅間 1.9km 8 箇所 

布袋駅付近 
（犬山線） 

石仏駅～江南駅間 1.8km 6 箇所 

若林駅付近 
（三河線） 

三河八橋駅～竹村駅間 2.2km 4 箇所 

苅安賀駅付近 
（尾西線） 

二子～名鉄一宮駅間 1.8km 3 箇所 

以 上 

9500 系・9100 系（外観） 9500 系・9100 系（内観） 

喜多山駅付近高架化工事 知立駅付近高架化工事 


